
科目名　教育学　

科⽬名

担当講師

実務経験の概要

履修年次 3 単位数 2 時間数 30 開講時期

授業形態

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

・書き込み式の授業資料を配布しますので、ノートやルーズリーフは不要です。授業資料のファイリングをお願いします。
・グループワークでパソコンを使⽤します。その際、パソコンのご準備をお願いします。
・担当教員は⾮常勤講師のため、授業に関する質問等は、授業前またはメールにてご相談ください。

グループ発表(2)

グループ発表(3)

グループ発表(4)

総括

 評価⽅法
毎回の⼩レポート(30%)、グループ発表の内容と参加貢献度(40%)、期末レポート(30%)

 教科書

なし

 参考図書･⽂献
汐⾒稔幸ら編著『よくわかる教育原理』ミネルヴァ書房、2011年

 履修上の留意点及び講義時間外の学習(予習・復習）

グループ発表(1)

授 業 計 画
オリエンテーション、教育学の基礎(1)

教育学の基礎(2)

⽣涯学習の意義(1)

⽣涯学習の意義(2)

教育者に求められる資質(1)

教育者に求められる資質(2)

教育者に求められる資質(3)

教育者に求められる資質(4)

教育活動案の編成(1)

教育活動案の編成(2)

【基礎分野】 【理学療法学科】

教育学

⾼⽥ ⿇美

前期

講義、演習

 授業概要

対象者に対する専⾨的介⼊、実習⽣に対する指導助⾔など、理学療法⼠として教育活動を⾏なう機会が数多く想定されます。
本科⽬では、教育学の知⾒に依拠しながら、多様な価値観を尊重し、学習者の主体性を引き出す教育的⽀援のあり⽅を考えます。

 学修到達⽬標

・教育学の基礎知識を学ぶことで、合意形成の意義と多様性の理解を深めつつ、学習者(対象者や実習⽣など)に適した
   教育的⽀援のあり⽅を考える。         
・グループ発表を通して、学習者の主体性を引き出す教育活動を創造する。        


